
東
大
理
学
部
助
手
時
代
か

ら
３０
年
以
上
に
わ
た
り
分
子

性
伝
導
体
の
研
究
に
取
り
組

み
、
多
く
の
分
子
性
伝
導
体

や
超
伝
導
体
を
開
発
。
２
０

０
１
年
に
は
世
界
で
初
め
て

単
一
分
子
性
金
属
の
設
計
・

合
成
に
成
功
し
、
各
国
の
研

究
者
た
ち
を
瞠
目
さ
せ
た
。

単
一
分
子
性
金
属
と
は
、

一
種
類
の
分
子
だ
け
で
で
き

た
分
子
性
金
属
。
ふ
つ
う
有

機
物
質
は
電
気
を
通
さ
な
い

絶
縁
体
だ
が
、
そ
れ
に
金
属

の
よ
う
な
伝
導
性
を
持
た
せ

る
研
究
は
半
世
紀
前
か
ら
行

わ
れ
て
お
り
、７０
年
代
以
降
、

導
電
性
高
分
子
や
有
機
超
伝

導
体
な
ど
が
次
々
に
つ
く
ら

れ
て
き
た
。
し
か
し
、
銅
な

ど
の
金
属
元
素
の
よ
う
に
一

種
類
の
分
子
か
ら
な
る
金
属

結
晶
の
合
成
は
誰
も
な
し
え

た
者
が
な
く
、
そ
の
実
現
は

多
く
の
分
子
物
性
化
学
者
の

積
年
の
夢
だ
っ
た
。

こ
の
分
子
性
伝
導
体
の
開

発
研
究
に
お
け
る
多
大
な
功

績
が
認
め
ら
れ
、
今
年
３
月

に
は
、
世
界
の
科
学
の
発
展

に
寄
与
し
た
女
性
科
学
者
に

贈
ら
れ
る
「
ロ
レ
ア
ル
―
ユ

ネ
ス
コ
女
性
科
学
賞
」
を
受

賞
し
た
。
日
本
人
で
は
、
岡

崎
恒
子
名
古
屋
大
名
誉
教
授

（
２
０
０
０
年
度
）、
米
沢
富

美
子
慶
応
大
名
誉
教
授
（
２

０
０
５
年
度
）
に
続
く
３
人

目
の
快
挙
だ
。
「
単
一
分
子

性
金
属
の
開
発
は
、
私
た
ち

の
研
究
生
活
の
い
わ
ば
到
達

点
。
そ
れ
が
評
価
さ
れ
た
こ

と
は
素
直
に
う
れ
し
い
で
す
」

と
小
林
昭
子
教
授
は
笑
う
。

筋
道
立
て
て
追
究

単
一
分
子
性
金
属
の
合
成

が
困
難
だ
と
さ
れ
て
き
た
の

は
、
有
機
物
質
に
電
気
を
流

す
た
め
に
は
２
種
以
上
の
分

子
が
必
要
と
考
え
ら
れ
て
い

た
か
ら
だ
。
パ
ス
（
電
気
の

通
り
道
）
を
形
成
す
る
分
子

の
ほ
か
に
、
そ
の
分
子
と
の

間
で
電
子
の
や
り
と
り
を
行

う
別
の
分
子
種
が
な
け
れ
ば

電
気
は
流
れ
な
い
。
そ
れ
が

従
来
の
常
識
だ
っ
た
。

し
か
し
、
小
林
教
授
は
長

年
の
研
究
か
ら
、
電
子
の
動

き
や
す
い
分
子
構
造
で
、
金

属
状
態
を
安
定
化
す
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
分
子
配
列
を
持
ち
、

分
子
間
の
相
互
作
用
が
大
き

い
な
ど
、
あ
る
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
分
子
を
自
己
凝

集
さ
せ
れ
ば
単
一
分
子
性
金

属
が
実
現
で
き
る
と
提
唱
。

こ
れ
ら
の
条
件
を
踏
ま
え
て

ニ
ッ
ケ
ル
錯
体N

i

（tm
dt

）2

を
設
計
・
合
成
し
た
。
「
偶

然
性
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

ど
う
い
う
分
子
を
つ
く
れ
ば

う
ま
く
い
く
か
を
筋
道
立
て

て
追
究
し
て
い
く
の
が
私
た

ち
の
や
り
方
。
分
子
設
計
を

考
え
る
こ
う
し
た
過
程
は
非

常
に
面
白
い
。
私
の
性
に
合

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」

合
成
し
たN

i

（tm
dt

）2

は
予

測
し
た
通
り
電
気
を
通
し
、

有
機
溶
媒
に
全
く
溶
け
な
い

な
ど
金
属
的
な
特
性
を
持
つ

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
さ
ら
に

そ
の
後
の
産
業
技
術
総
合
研

究
所
、
フ
ロ
リ
ダ
州
立
大
と

の
共
同
研
究
に
よ
り
、
「
金

属
の
顔
」
と
呼
ば
れ
る
フ
ェ

ル
ミ
面
が
存
在
す
る
こ
と
も

観
測
さ
れ
、
ま
ぎ
れ
も
な
い

３
次
元
金
属
で
あ
る
こ
と
が

証
明
さ
れ
た
。

こ
の
単
一
分
子
性
金
属
の

実
現
は
、
分
子
や
分
子
性
結

晶
の
概
念
を
変
え
、
分
子
物

性
開
発
の
可
能
性
を
大
き
く

広
げ
た
。
将
来

的
に
は
分
子
デ

バ
イ
ス
へ
の
応

用
な
ど
も
期
待

さ
れ
て
い
る
。

家
庭
と
研

究
を
両
立

父
は
地
球
物

理
学
者
、
母
は

音
楽
教
師
と
い

う
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
な
家
庭
で
育

っ
た
。
当
時
は

女
性
が
大
学
の
理
系
学
部
に

進
み
、
し
か
も
研
究
者
に
な

る
こ
と
は
非
常
に
ま
れ
だ
っ

た
が
、
両
親
の
反
対
も
な
く

「
ご
く
自
然
に
今
の
道
に
入

っ
た
感
じ
。
大
学
も
ク
ラ
ス

に
女
子
が
１
、
２
人
で
周
り

は
男
子
学
生
ば
か
り
で
し
た

が
、
特
に
気
に
も
し
ま
せ
ん

で
し
た
」

し
か
し
女
性
研
究
者
な
ら

で
は
の
苦
労
も
あ
っ
た
。
結

婚
、
出
産
、
そ
し
て
子
育
て
。

「
要
す
る
に
家
庭
と
の
両
立

で
す
。
子
供
を
保
育
園
に
預

け
て
い
ま
す
か
ら
、
実
験
な

ど
も
夕
方
ま
で
に
終
わ
ら
せ

て
帰
宅
し
な
い
と
い
け
な
い
。

そ
う
し
た
時
間
の
制
約
が
一

番
辛
か
っ
た
」

そ
ん
な
小
林
教
授
を
研
究

と
家
庭
の
両
面
で
支
え
て
き

た
の
が
、
共
同
研
究
者
で
分

子
科
学
研
究
所
名
誉
教
授
の

夫
・
速
男
氏
。
２
年
前
に
分

子
研
を
退
職
後
、
現
在
は
文

理
学
部
客
員
教
授
と
し
て
一

緒
に
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
単
一
分
子
性
金
属
に
続

く
研
究
と
し
て
、
ニ
ッ
ケ
ル

錯
体
と
同
じ
結
晶
構
造
で
中

心
金
属
を
金
や
白
金
、
パ
ラ

ジ
ウ
ム
に
置
き
換
え
た
錯
体

を
合
成
す
る
な
ど
し
て
、
一

種
類
の
分
子
種
か
ら
な
る
超

伝
導
体
や
磁
性
金
属
の
実
現

を
目
指
す
。
「
溶
解
性
が
少

な
く
単
結
晶
が
な
か
な
か
で

き
な
い
の
が
難
点
で
す
が
、

や
り
が
い
の
あ
る
大
き
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
」
と
、
小
林
教
授

の
夢
は
さ
ら
に
広
が
る
。

世
界
で
初
め
て
単
一
分
子
性
金
属
の

合
成
に
成
功

文
理
・
小
林

昭
子
教
授

日
本
国
内
で
は
「
政
軍
関

係
」
の
研
究
を
す
る
数
少
な

い
研
究
者
で
あ
る
。
「
政
軍

関
係
論
」
は
読
ん
で
字
の
ご

と
く
、
政
治
と
軍
事
、
す
な

わ
ち
政
府
・
政
党
と
軍
の
関

係
を
研
究
、
解
明
す
る
も
の

で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
そ
の

国
家
の
権
力
構
造
の
基
本
を

解
明
し
て
、
国
家
の
在
り
方

を
問
う
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

る
。
そ
の
研
究
対
象
の
事
例

が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
、
い
わ

ゆ
る「
第
三
帝
国
」で
あ
る
。

第
三
帝
国
と
は
、
ド
イ
ツ

史
に
お
い
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
、
ビ
ス
マ
ル
ク
の
第
二
帝

国
に
続
く
三
番
目
の
帝
国
だ

と
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー

が
呼
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

大
学
で
は
西
洋
史
、
特
に

ド
イ
ツ
の
現
代
史
を
専
攻
し

た
。
き
っ
か
け
は
中
学
生
の

時
に
見
た
ナ

チ
ス
・
ド
イ

ツ
の
記
録
映

画
。
「
こ
ん

な
国
、
こ
ん

な
時
代
が
あ

っ
た
の
か
」

と
驚
い
た
。

そ
れ
に
つ
い

て
手
に
入
る

あ
ら
ゆ
る
本

を
読
み
あ
さ

っ
た
そ
う
だ
。

ド
イ
ツ
は
第
一
次
世
界
大

戦
に
敗
れ
、
過
酷
な
講
和
条

約
、
天
文
学
的
な
賠
償
金
を

課
せ
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
制

約
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
疲

弊
す
る
国
民
に
、
さ
ら
に
追

い
討
ち
を
か
け
た
の
が
「
世

界
恐
慌
」だ
っ
た
。
そ
こ
で
、

ド
イ
ツ
国
民
の
心
を
捉
え
急

速
に
台
頭
し
た
の
が
ヒ
ト
ラ

ー
の
率
い
る
ナ
チ
党
だ
っ
た
。

選
挙
で
選
ば
れ
た
独
裁
者

ヒ
ト
ラ
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
出
身
の
政
治
家
で
あ
る
。

彼
は
敗
戦
後
の
ド
イ
ツ
で
ヴ

ェ
ル
サ
イ
ユ
体
制
の
打
破
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
大
衆
運

動
を
起
こ
す
。
そ
し
て
ド
イ

ツ
国
民
は
そ
の
ヒ
ト
ラ
ー
の

ナ
チ
党
を
選
ん
だ
。
第
一
党

に
な
っ
て
政
権
を
握
っ
た
ヒ

ト
ラ
ー
は
国
家
体
制
を
一
変

さ
せ
た
。
第
一
次
大
戦
で
失

っ
た
土
地
を
取
り
戻
し
、
ド

イ
ツ
民
族
の
統
一
を
進
め
た
。

し
か
し
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
主
張

す
る
欧
州
新
秩
序
を
実
現
す

る
に
は
次
の
大
戦
で
勝
利
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ

は
第
二
次
世
界
大
戦
に
突
入

す
る
。

欧
米
で
の
政
軍
関
係
研
究

は
早
く
か
ら
進
ん
で
い
た
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン

の
『
軍
人
と
国
家
』
は
大
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
。
ま
ず

政
治
と
軍
隊
の
関
係
と
い
え

ば
「
シ
ビ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
（
文
民
統
制
）
」
が
浮

か
ぶ
。
し
か
し
そ
れ
は
、
日

本
で
い
わ
れ
る
よ
う
に
政
治

が
軍
事
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

れ
ば
よ
い
、
文
民
が
軍
人
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば
よ
い

と
い
う
よ
う
な
単
純
な
話
で

は
な
い
。

ヒ
ト
ラ
ー
や
ナ
チ
ス
は
軍

隊
を
強
力
に
統
制
し
よ
う
と

し
た
。
ド
イ
ツ
の
軍
隊
は
も

と
も
と
国
家
の
軍
隊
で
あ
り
、

は
る
か
昔
か

ら
存
在
し
た
。

そ
こ
で
、
合

法
的
に
選
挙

で
選
ば
れ
た

ヒ
ト
ラ
ー
は

国
家
元
首
と

な
り
、
軍
の

最
高
指
揮
官

と
な
っ
て
統

帥
権
を
掌
握

し
た
。
当
然

軍
は
そ
の
命

令
に
従
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

イ
ラ
ク
戦
争
の
政
軍
関
係

し
か
し
、
こ
の
国
民
に
選

ば
れ
て
独
裁
者
に
な
っ
た
ヒ

ト
ラ
ー
が
考
え
て
い
た
の
は
、

欧
州
新
秩
序
の
確
立
、
す
な

わ
ち
欧
州
の
征
服
で
あ
る
。

最
高
民
族
で
あ
る
ド
イ
ツ
人

を
頂
点
に
し
た
「
ゲ
ル
マ
ン

植
民
帝
国
」
を
建
設
す
る
。

そ
の
際
、
共
産
主
義
と
最
下

層
の
存
在
と
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ

人
は
抹
殺
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
目
標
を
実
現
す

る
た
め
の
戦
争
に
軍
隊
を
使

っ
た
。
狂
気
の
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
政

治
、
す
な
わ
ち
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
側
の
政
治
が
「
ま
と

も
」
で
は
な
く
、
国
家
の
軍

隊
を
道
具
と
し
て
使
う
。
こ

れ
が
第
三
帝
国
の
特
異
な
政

軍
関
係
だ
っ
た
。

軍
に
政
治
へ
の
抵
抗
権
は

あ
る
の
か
な
い
の
か
。
戦
後

の
ド
イ
ツ
で
は
、
こ
の
重
要

な
テ
ー
マ
の
議
論
が
続
い
た
。

ナ
チ
ス
時
代
に
ヒ
ト
ラ
ー
暗

殺
を
企
て
た
シ
ュ
タ
ウ
ヘ
ン

ベ
ル
ク
大
佐
に
代
表
さ
れ
る

軍
内
の
抵
抗
グ
ル
ー
プ
は
反

逆
者
か
、
そ
れ
と
も
真
の
愛

国
者
か
。結
論
的
に
い
え
ば
、

良
心
が
服
従
に
優
先
す
る
。

ナ
チ
ス
時
代
の
二
の
舞
は
演

じ
な
い
決
意
で
あ
ろ
う
。

最
近
の
例
で
は
、
米
国
の

イ
ラ
ク
戦
争
が
あ
る
。
サ
ダ

ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
を
崩
壊

さ
せ
た
後
の
イ
ラ
ク
の
占
領

政
策
を
め
ぐ
っ
て
、
強
硬
派

の
国
防
長
官
と
軍
首
脳
と
の

間
で
激
し
い
論
争
が
あ
っ
た
。

結
論
は
、
政
治
が
軍
事
に
優

先
す
る
原
則
に
よ
り
勝
利
し

た
国
防
長
官
が
決
定
し
た
イ

ラ
ク
政
策
の
結
果
は
ど
う
な

っ
た
か
。
イ
ラ
ク
の
現
状
を

み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

吉
本
教
授
は
自
衛
官
出
身

と
い
う
異
色
の
経
歴
だ
が
、

軍
人
か
ら
政
治
家
、
さ
ら
に

教
育
者
に
転
身
し
た
学
祖
山

田
顕
義
に
非
常
に
惹
か
れ
る

そ
う
だ
。
「
学
生
を
日
本
人

と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
人

間
に
育
て
て
、
社
会
に
送
り

出
す
。
こ
れ
が
日
大
で
の
私

の
使
命
。
次
の
世
代
を
育
て

る
点
で
は
山
田
学
祖
と
同
じ

で
す
」
と
話
し
た
。

ド
イ
ツ
第
三
帝
国
を
事
例
に
政
軍
関
係

を
解
明

国
際
関
係
・
吉
本

隆
昭
教
授

研究室で発表用資料の整理をする小林教授

「マイクロフィルムリーダー」の前で。
研究室でドイツに保存されているナチ
ス関係の資料を入手できる。

軍
を
道
具
に
使
っ
た
ナ
チ
ス

国
家
権
力
構
造
解
明
に
重
要
な
テ
ー
マ

分子デバイスへの応用も
ロレアル―ユネスコ女性科学賞を受賞

長年の研究に基づき分子設計

学部15号館1階にある世界地図を背に

学生と合成実験に取り組む小林教授

小
林

昭
子（
こ
ば
や
し

・
あ
き
こ
）昭
和
４２
年
東
京

大
学
理
学
部
化
学
科
卒
、

４７
年
同
大
学
院
理
学
系
研

究
科
博
士
課

程
修
了
。
同

年
東
京
大
学
理
学
部
助
手
。

平
成
５
年
同
大
学
院
理
学

系
研
究
科
助
教
授
。
１１
年

同
大
学
院
理
学
系
研
究
科

附
属
ス
ペ
ク
ト
ル
化
学
研

究
セ
ン
タ
ー
教
授
。
１８
年

よ
り
本
学
文
理
学
部
教
授
。

東
京
大
学
名
誉
教
授
。
理

学
博
士
。
ロ

レ
ア
ル
―
ユ

ネ
ス
コ
女
性
科
学
賞
、
日

本
結
晶
学
会
賞
、
錯
体
化

学
会
賞
な
ど
受
賞
。
東
京

都
出
身
。

吉
本

隆
昭（
よ
し
も
と

・
た
か
あ
き
）昭
和
５３
年
東

京
大
学
卒
業
。
幹
部
候
補

生
と
し
て
陸
上
自
衛
隊
へ

入
隊
。
砲
兵

部
隊
勤
務
を

経
て
、防
衛
庁（
現
防
衛
省
）

の
情
報
部
門
で
勤
務
。
筑

波
大
大
学
院
博
士
課
程
で

学
び
、
陸
上
自
衛
隊
幹
部

学
校
で
戦
略
教
官
を
務
め
、

防
衛
研
究
所
主
任
研
究
官

を
最
後
に
退
職
。
平
成
１８

年
４
月
か
ら
日
大
国
際
関

係
学
部
教
授
。

国
際
関
係
論
、

安
全
保
障
を
担
当
。
軍
事

史
学
会
、
陸
戦
学
会
、
戦

略
研
究
学
会
等
会
員
。
熊

本
県
出
身
。
５６
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

プ
ロ
フ
ィ
ル
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